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【 製品概要 】 

 マイコンの基本となるポート入出力、Ａ／Ｄ、Ｄ／Ａ操作、割り込みに加え、新時代にふさわしい省エ

ネルギー動作、太陽電池＋ニッケル水素電池のエコ動作、ＵＳＢメモリ読み書き、インターネット経由で

Ｉ／Ｏを制御したりＡ／Ｄ値を読み込んだりするリモート動作を学べます。 

 ルネサスエレクトロニクス社製統合開発環境ＨＥＷのＣ言語とＪＴＡＧデバッカＥ８ａでプログラム検

証、変更を行います。学習後、新規のプログラム作成もそのままの環境で行えます。 

 ハードウエア波形観測のための豊富なチェックピン、ソフトウエア修得確認のための例題、解答例プロ

グラムも同梱されています。※太陽電池、ニッケル水素電池、ＵＳＢメモリは同梱されていません。 

 

１．開発環境、事前準備 

 １－１． 開発環境   

  ａ：学習セット同梱物 

   ｂ：Ｈ８／３６１０９Ｇの特徴 

  ｃ：Ｈ８－３６１０９学習ボード 各部の名称と機能 

 １－２． Ｅ８ａについて  

 １－３． ＨＥＷの使い方、デバックの概要 

 １－４  事前準備   

  ａ：ファイルの説明、コピー 

  ｂ：ＨＥＷ＋Ｅ８ａ起動、デバック例 

  ｃ：説明のアイコンが見当たらない場合 

２．学習ボード 【 入門プログラム 】 

 ２－１．ｓａｍｐｌｅ２０ 出力ポート （ＬＥＤのＯＮ、ＯＦＦ） 

 ２－２．ｓａｍｐｌｅ２１ 入力ポート （プッシュスイッチの読み込み） 

 ２－３．ｓａｍｐｌｅ２２ Ｄ／Ａ  （ディーエーコンバータを使う） 

 ２－４．ｓａｍｐｌｅ２３ Ａ／Ｄ  （エーディーコンバータを使う） 

 ２－５．ｓａｍｐｌｅ２４ ＵＳＢ  （データの送受信を行う） 

 ２－６．ｓａｍｐｌｅ２５ 液晶表示 

 ２－７．ｓａｍｐｌｅ２６ タイマ割り込み   

３．学習ボード 【 演習プログラム 】 

 ３－１．ｓａｍｐｌｅ３０ ＵＳＢメモリ リード、ライト 

 ３－２．ｓａｍｐｌｅ３１ 省エネ動作１ サブクロック動作 

 ３－３．ｓａｍｐｌｅ３２ 省エネ動作２ スタンバイ動作 

 ３－４．マイコン学習ボード回路図 

Ｈ８-３６１０９ マイコン学習セット 入門、演習編 マニュアル  
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４．学習ボード 【 応用プログラム 】別本になります 

 ４－１．ｓａｍｐｌｅ４０ Ａ／Ｄ、入力ポートデータをインターネット経由でメール送信する  

 ４－２．ｓａｍｐｌｅ４１ 異常発生をメールで知らせる 

 ４－３．ｓａｍｐｌｅ４２ Ｄ／Ａ、出力ポートデータをインターネット経由で遠隔操作する 

 ４－４．ｓａｍｐｌｅ４３ 太陽電池でマイコンを動作させる１  

   太陽電池＋ニッケル水素電池でリアルタイムクロック（ＲＴＣ）時計動作 

 ４－５．ｓａｍｐｌｅ４４ 太陽電池でマイコンを動作させる２  

   ＵＳＢメモリに温度データを収集し、パソコンでグラフ化する。 

 ４－６．ｓａｍｐｌｅ４５ 拡張ポートの使い方、動作例 
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１．開発環境  

 

 弊社のＢＣＨ８－３６１０９学習セットはＣＰＵボード＋液晶、ＵＳＢメモリインターフェイス等各種

ハードウエアを搭載した基板のプログラムをルネサスエレクトロニクス社の統合開発環境ＨＥＷでＣ言語

を用い開発し、同じくルネサスエレクトロニクス社のＨ－ＵＤＩ（ＪＴＡＧ）デバッカＥ８ａでプログラ

ムの書き込み、Ｃソースコードデバックを行うものです。 

 

 入門から応用まで、サンプルプログラムで基本を学習し、演習、応用と知識を広げていくことが出来ま

す。 

 

 従来は考えられなかったくらい安価にＪＴＡＧデバッカでＣソースコードデバックが可能です。 

 

ａ：学習セット同梱物 

 

 ＢＣＨ８３６１０９学習ボードにはＥ８ａのあるなしで２つのパッケージが用意されています。 

 

Ｅ８ａ同梱品 

型名 機能、特徴 

ＧＫＨ８３６１０９マイコン学習

セット 

Ｈ８－３６１０９学習ボード＋Ｅ８ａ＋サンプルソフト集、ＨＥＷの

操作方法等が書かれたＣＤ 

価格 ４２、０００円（税込み） 

 

すでにＥ８ａをお持ちの方用にＥ８ａを除いたセットもあります。 

型名 機能、特徴 

ＧＫＨ８３６１０９マイコン学習

セット 

（Ｅ８ａなし） 

Ｈ８－３６１０９学習ボード＋サンプルソフト集、ＨＥＷの操作方法

等が書かれたＣＤ 

価格 ２８、０００円（税込み） 

 

学習セットをご購入いただきますと以下の物品が同梱されています。 

初めにご確認下さい。不足がありましたら弊社までご連絡下さい。 

 

１．Ｈ８－３６１０９学習ボード      １台 

２．Ｈ８－３６１０９ マイコン学習セット 入門、演習偏 マニュアル  １冊 

３．Ｈ８－３６１０９ マイコン学習セット 応用編 マニュアル  １冊 

４．サンプルソフトウエア集、ドキュメントＣＤ     １枚 

５．ＢＣＨ８３６１０９ ハードウエアマニュアル     １冊 

６．パスワードのご案内       １枚 

７．Ｅ８ａ（Ｅ８ａ同梱品のみ）      １セット 

８．フルサイズ ＵＳＢ ＡＢ ケーブル     １本 

９．太陽電池用電源ハーネス       １本 

１０．波形観測用クリップ       １本 
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Ｈ８－３６１０９学習ボード 

 

   Ｈ８－３６１０９ マイコン学習セット 入門、演習、応用 マニュアル 

 サンプルソフトウエア集、ドキュメントＣＤ 

   ＢＣＨ８３６１０９ ハードウエアマニュアル 

  パスワードのご案内 

 

 

Ｅ８ａ（Ｅ８ａ同梱品のみ）  

 フルサイズ ＵＳＢ ＡＢ ケーブル 

      太陽電池用電源ハーネス  

    波形観測用クリップ 

ｂ：Ｈ８／３６１０９Ｇの特徴 

Ｈ８／３６１０９ＧはＨ８／３００ＨコアのＴｉｎｙマイコンです。特徴として 

①ＲＯＭ １２８Ｋバイト、ＲＡＭ５Ｋバイト  

②ＲＯＭ 書き換え可能回数１０００回以上 

③クロック、リセット回路内蔵 クロックはプログラムで可変可能。最大２０ＭＨｚ。 

④ＳＣＩ ３ｃｈ内蔵 

⑤Ａ／Ｄ 分解能１０ビット、１６ｃｈ内蔵 

⑥入出力ポート７９本、このうち大電流ポート２０本（ＩｏＬ＝20ｍＡ）、入力ポート８本 

⑦ＲＴＣ（リアルタイムクロック）、タイマＢ１，Ｖ、ＲＣ、ＲＤ、１４ビットＰＷＭ、ウオッチドッグタ

イマ、Ｉ２Ｃバス等内蔵 

⑧動作電源は５Ｖ 

⑨Ｈ８／３０４８、Ｈ８／３０５２等に比べ極めてローコスト 

⑩Ｅ８ａでＣソースデバックが可能 

 外部に拡張メモリを付けない用途であればＨ８／３０４８等と同等の速さ、機能を持っています。クロ

ック内蔵ですので、外部に水晶発振子を付ける必要がありません。Ｈ８／３０４８に比べＡ／Ｄ、ＳＣＩ

の数が拡張されていますので、より広い用途に使用することも可能です。 
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ｃ：各部の名称と機能 

 

Ｈ８－３６１０９学習ボードの各部の名称と機能です。 

 

①ＵＳＢメモリ接続用ＵＳＢ Ａソケット           ④チェック端子 

 ②ＵＳＢ Ｂソケット            ⑤液晶輝度調整ボリウム  

    ③単４電池ホルダ                  ⑥１６文字２行液晶 

       ⑦太陽電池入力⑧太陽電池充電回路 

 

    ⑨ＳＷ１７タクトスイッチ ⑩各種電源ＤＩＰＳＷ 

⑪Ａ／Ｄ、Ｄ／Ａ入出力端子 ＣＮ１１     ⑫キー 

          ⑬Ｅ８ａコネクタ接続１４Ｐ コネクタ   

                   ⑭ＢＣＨ８３６１０９Ｇ ＣＰＵボード 

 

各機能はサンプルプログラムで使用例を解説していきます。 
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２．Ｅ８ａについて 

 

    
Ｅ８ａ本体            Ｅ８ａとＢＣＨ８３６１０９Ｇの接続 

 

 Ｅ８ａはＵＳＢ接続で使用する、ルネサステクノロジ社のマイコン書き込み器、デバッカです。書き込

み器としてはＳＨマイコンからＴｉｎｙマイコンまで書けます。デバッカとしてはＨ８／Ｔｉｎｙシリー

ズでアドレスブレーク機能等内蔵マイコン（Ｈ８／３６１０９Ｇなど）はＣ、アセンブラソースデバック

に対応します。 

 

 Ｅ８ａパッケージには 

①本体 

②ＵＳＢケーブル 

③ＪＴＡＧ １４ピンハーネス 

④ＣＤ（統合開発環境ＨＥＷ、Ｃコンパイラ等） 

 

が同梱されていて、ソフトウエアをインストゥールしてＨＥＷを立ち上げ、プログラム作成、コンパイル、

書き込み、デバックができます。電源のＯＮ，ＯＦＦもＨＥＷから行います。 
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３．ＨＥＷ（ヒューと発音します）の使い方、デバックの概要 

 

 

 

 例ではｓａｍｐｌｅ９＿３６１０９（Ｈ８３６１０９Ｇ開発セット）のプログラムをデバックしていま

す。ここではデバックのイメージを捕らえていただければ結構です。詳細は後述いたします。 

 

【 ｓａｍｐｌｅ９＿３６１０９ プログラム 】 

/***********************************************************************/ 

/*                                                                     */ 

/*  FILE        :sample9_36109.c                                       */ 

/*  DATE        :Tue, Jul 08, 2008                                     */ 

/*  DESCRIPTION :Main Program                                          */ 

/*  CPU TYPE    :H8/36109F                                             */ 

/*                                                                     */ 

/*  This file is generated by Renesas Project Generator (Ver.4.8).     */ 

/*                                                                     */ 

/***********************************************************************/ 

                   

#include "h8_36109.h" 

#define DATA_RAM  (*(volatile unsigned char *)0xffe400) 

#define RENZ_RAM ((volatile char *)0xffe410) 

 

 

void main(void) 

{ 

volatile char a[]="0123456789ABC"; 

volatile char *p,cf,loop;   

 

 

 MSTCR1 ¦= 0x08;  //ウオッチドグスタンバイ 

 RCCR &= ̃0x03;  //クロック 20MHｚ動作 

 

 

 PCR1 = 0;   //P1 全部入力 

 PUCR1 = 0xff;  //オールプルアップ 

 

 //ポート読み込み 

 

 cf = PDR1; 

 

 //１つのメモリの書き込み 
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 DATA_RAM = 0x55; 

   

 //連続したメモリのデータ読み込み 

  

 for(loop = 0;loop < 0x0c;loop++) 

 { 

  cf = a[loop];  

 } 

  

 //連続したメモリの書き込み 

  

 p = RENZ_RAM; 

 *p = 0x41;p++; 

 *p = 0x42;p++; 

 *p = 0x43;p++; 

 *p = 0x44;p++; 

 *p = 0x45;p++; 

 *p = 0x00; 

 

 while(1) 

 { 

   

   

 } 

 

} 
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 例えば｛ ↓ ｝マークをクリックすると１行ずつ実行していきます。黄色の線は現在の実行行がそこ

の先頭で停止してることを示します。黄色の行はまだ実行されていません。 

 

 

 

１行実行しました。 

 
このときＰＤＲ１（ポート１）の内容はＩ／Ｏの表示ウインドウで確認できます。 

 

 

また、２行進めます。４１行の実行でＰＤＲ１の内容はｃｆレジスタにも入れられました。 
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あらかじめ「ウオッチ」ウインドウを開いて「ｃｆ」を登録してありましたので、Ｈ’ｆｂという値＝先

ほどのＩ／Ｏポートウインドウと同じ値が得られています。カーソルがある行はその命令の実行前です。

１行でも過ぎてからその行が実行されます。 

 

 

１行進めます。４５行目の命令はＤＡＴＡ＿ＲＡＭに０ｘ５５を書き込んでいます。 

 

ＤＡＴＡ＿ＲＡＭのアドレスは０ｘｆｆｅ４００です（プログラムの頭で定義しています）。 

 

#define DATA_RAM  (*(volatile unsigned char *)0xffe400) 

 

そこで、「メモリ」ウインドウで０ｘｆｆｅ４００を見てみると、ちゃんと０ｘ５５が書き込まれているこ

とが分かります。 

 

 

１行進めます。 
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１行進めるたびにｃｆのデータとｌｏｏｐのデータが変化するのが「ウオッチ」ウインドウで分かります。 

 

ｌｏｏｐ＝４のときにｃｆ＝０ｘ３３＝アスキーコード３が得られています。以下の配列のデータを読ん

でいます。 

volatile char a[]="0123456789ABC"; 

 

（cf=a[loop]はカーソル上でまだ実行されていない。よってｌｏｏｐ＝４に対して１個前のデータ３が得

られている） 
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ｌｏｏｐは長いのでブレークポイント（茶色の● ダブルクリックで設定、解除）を設定し、実行。先に

進みます。 

 

    実行（現在のプログラムカウンタ から動作し、ブレークポイントで止まる） 

 

 

 

 

連続してメモリに書き込んでいます。 

 

 

#define RENZ_RAM ((volatile char *)0xffe410)（プログラム初めの宣言） 

 

0xffe4100 から連続して書き込まれたことが確認できます。 

 
 

 

 

以上がデバックの概要です。Ｈ８－３６１０９学習ボード＋ＨＥＷ＋Ｅ８ａでこのように簡単にＣソース

デバックができます。もちろん、アセンブラでもできます。 
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以下省略 
 

 

 

WindowsXPⓇ、WindowsVistⓇ、Windows7Ⓡはマイクロソフト社の登録商標です。 

フォースⓇライタは弊社の登録商標です。 

 

１．本文章に記載された内容は弊社有限会社ビーリバーエレクトロニクスの調査結果です。 

２．本文章に記載された情報の内容、使用結果に対して弊社はいかなる責任も負いません。 

３．本文章に記載された情報に誤記等問題がありましたらご一報いただけますと幸いです。 

４．本文章は許可なく転載、複製することを堅くお断りいたします。 

 

お問い合わせ先： 

 

〒３５０－１２１３ 埼玉県日高市高萩１１４１－１ 

TEL ０４２（９８５）６９８２ 

FAX ０４２（９８５）６７２０ 

Homepage：http//beriver.co.jp   

e-mail：info＠beriver.co.jp  

有限会社ビーリバーエレクトロニクス  ⒸBeyond the river Inc. 20100807   

 

 


